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1. 基本方針 

1.1 要求事項の整理 

  安全避難通路等について，設置許可基準規則第 11 条及び技術基準規則第 13

条において，追加要求事項を明確化する。（第 1.1 表） 

 

第1.1表 設置許可基準規則第11条及び技術基準規則第13条 要求事項 

設置許可基準規則 

第 11 条（安全避難通路等） 

技術基準規則 

第 13 条（安全避難通路等） 
備考 

発電用原子炉施設には、次

に掲げる設備を設けなけれ

ばならない。 

一 その位置を明確かつ恒

久的に表示することにより

容易に識別できる安全避難

通路 

 

二 照明用の電源が喪失し

た場合においても機能を損

なわない避難用の照明 

 

三 設計基準事故が発生し

た場合に用いる照明（前号

の避難用の照明を除く。）

及びその専用の電源 

 

発電用原子炉施設には、次

に掲げる設備を施設しなけ

ればならない。 

一 その位置を明確かつ恒

久的に表示することにより

容易に識別できる安全避難

通路 

 

二 照明用の電源が喪失し

た場合においても機能を損

なわない避難用の照明 

 

三 設計基準事故が発生し

た場合に用いる照明（前号

の避難用の照明を除く。）

及びその専用の電源 

 

変更なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追加要求

事項 
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1.2 適合のための基本方針 

1.2.1 設置許可基準規則第 11 条第 1項及び第 2項に対する基本方針 

  発電用原子炉施設は，安全避難通路及び安全避難通路の位置を明確かつ恒久

的に表示する避難用の照明として非常灯及び誘導灯を設置する設計とする。 

避難用の照明の電源が喪失した場合においても，点灯可能なよう非常灯及び誘

導灯に蓄電池を内蔵する設計とする。 

また，新規制基準適合申請に係る発電用原子炉施設追加設備の安全避難通路等

について，別紙 2に示す。 

2. 追加要求事項に対する適合方針

2.1 設計基準事故対策のための作業場所の抽出 

設計基準事故が発生した場合に事故の拡大防止，収束させるために必要な操作

及び作業時に用いる作業用照明が必要となる作業場所，及び安全施設が安全機能

を損なわないために必要な操作及び作業時に用いる作業用照明が必要となる作

業場所を第2.1-1図のとおり抽出し，第2.1-1表のとおり，発電用原子炉の停止，

停止後の冷却及び監視等の操作が必要となる中央制御室，現場機器室，緊急時対

策所及び現場機器室へのアクセスルートに，避難用の照明とは別に作業用照明を

設置する設計とする。 

第 2.1-1 図 作業用照明が必要となる作業場所の抽出フロー 

設置変更許可申請 添付十（安全解析） 

及び事故時操作手順書から（別紙１） 

新規制基準適合性に係る審査 

（各条文の適合性説明資料から） 

事故の拡大防止， 

収束させるために必要な 

操作及び作業 

安全施設が安全機能を 

損なわないために必要な 

操作及び作業 

作業用照明が必要となる作業場所 

No No 

Yes Yes 

作業場所が Yes と No の両方に 

該当する場合，Yes を優先とする。 

作業用照明が必要となる 

作業場所から除外 

11条-2



第 2.1-1 表 作業用照明が必要となる作業場所 

選定項目 
作業用照明が必要となる作業場所 

（ ）内は動線上の必要となる作業用照明配置図 ２号炉各建物の頁番号 

①発電用原子炉の停

止，停止後の冷却，

及び監視等の操作

＜発電用原子炉設置変更許可申請書 添付書類十に示す事故＞ 

・中央制御室 （1） 

②設計基準事故発生

時に必要な操作を

実施する現場機器

室

<残留熱除去系の原子炉停止時冷却モードを実施する際において，中

央制御室にて残留熱除去系ミニマムフロー弁を全開にし，電源停止操

作を実施> 

・Ａ，Ｂ－非常用電気室 （1，2，3，6） 

③設計基準事故発生

時，中央制御室での

操作実施後，非常用

炉心冷却系等の運

転継続が必要な動

的機器の状態の確

認を実施する現場

機器室

<発電用原子炉設置変更許可申請書 添付書類十に示す事故> 

（原子炉冷却設備） 

（1，2，3，4，5） 

（1，2，3，4，5） 

（1，2，3，4，5） 

（1，2，3，4） 

（1，2，3，4，5） 

（1，2，3，4，5） 

（1，2，3，4，5） 

（1，2，3，4，5） 

（1，2，3，4） 

（1，2，3，6） 

（1，2，3，6） 

（1，2，3，6，7，8） 

・Ａ，Ｂ，Ｃ－ＲＨＲポンプ室

・ＨＰＣＳポンプ室

・ＲＣＩＣポンプ室

・ＣＲＤポンプ室

・Ａ，Ｂ－非常用ＤＧ室

・ＨＰＣＳ－ＤＧ室

・ＬＰＣＳポンプ室

・ＨＰＣＷ熱交換器室

・Ａ，Ｂ－ＲＣＷポンプ熱交換器室

・ＨＰＣＳ－ＤＧ室送風機室

・Ａ，Ｂ－非常用ＤＧ室送風機室

（非常用換気設備）

・非常用ガス処理装置室

・中央制御室非常用再循環送風機室 （1，2，10） 

④第八条（火災による

損傷の防止）：内部

火災発生時に必要

な操作を実施する

現場機器室

＜内部火災によって，原子炉保護系の電源操作を実施＞ 

・Ａ－計装用電気室 （1，2） 

・Ｂ－計装用電気室 （1，2，9） 

⑤第九条（溢水による

損傷の防止等）：内

部溢水発生時に必

要な操作を実施す

る現場機器室

＜内部溢水により燃料プール冷却浄化系が機能喪失した場合に，燃料

プール冷却機能維持のため操作を実施＞ 

・バルブ室 （1，2，3，6，7） 

・Ａ，Ｂ－ＲＨＲポンプ室 （1，2，3，4，5） 

・Ａ，Ｂ－ＲＨＲバルブ室 （1，2，3，6） 

⑥第十二条（安全施

設）：静的機器の単

一故障発生時に必

要な操作及び復旧

作業を実施する現

場機器室

＜非常用ガス処理系のフィルタ交換及び配管補修を実施＞ 

・非常用ガス処理装置室 （1，2，3，6，7，8） 

・通路（非常用ガス処理系配管ルート）

（1，2，3，4，5，6，7，8，12，13，14） 

＜中央制御室換気空調系のフィルタ交換及びダクト補修を実施＞ 

・中央制御室非常用再循環送風機室 （1，2，10） 

・中央制御室送風機室 （1，2，10） 

・Ａ－計装用電気室 （1，2） 

・補助盤室 （1，2） 

・Ａ－バッテリ室 （1，2） 

・運転員控室，資料室，予備室，会議室 （1，2） 

・消火用ボンベ室 （1，2） 
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・Ｂ－計装用電気室 （1，2，9） 

・Ａ－ケーブル処理室 （1，2，9） 

・Ｂ－ケーブル処理室 （1，2，9） 

・Ｂ－バッテリ室 （1，2，9） 

・充電器室 （1，2，9） 

・230Ｖバッテリ室 （1，2，9） 

・計算機室 （1，2，11） 

⑦第十四条（全交流動

力電源喪失対策設

備）：全交流動力電

源喪失時から重大

事故等に対処する

ために必要な電力

の供給が交流動力

電源から開始され

る前までに必要な

操作を実施する現

場機器室 

＜非常用ディーゼル発電機の確認＞ 

・Ａ，Ｂ－非常用ＤＧ室 （1，2，3，4，5） 

・ＨＰＣＳ－ＤＧ室 （1，2，3，4，5） 

 

＜不要な負荷の切り離しとして，電源切操作を実施＞ 

・Ａ－計装用電気室 （1，2） 

 

＜常設代替交流電源設備から受電前準備操作として，遮断器の切操作

を実施＞ 

・Ａ，Ｂ－非常用電気室 （1，2，3，6） 

 

⑧第二十六条（原子炉

制御室等）：中央制

御室退避事象時に

必要な操作を実施

する現場機器室 

・中央制御室外原子炉停止盤室 （1，2，3，6） 

⑨第三十四条（緊急時

対策所）：②～⑧に

対処するために必

要な指示を実施す

る緊急時対策所 

・緊急時対策所 

⑩中央制御室から現

場機器室までの建

屋内アクセスルー

ト 

・通路 （1～14） 

※：屋外からの動線は，「1.0 重大事故等対処設備における共通事項 1.0.2 共通

事項 (1)重大事故等対処設備に係る事項 b．アクセスルートの確保」参照 
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2.2 作業用照明の設計方針 

作業用照明として，非常用照明，直流非常灯及び電源内蔵型照明を設置する設

計とする。（第 2.2-1 表） 

非常用照明は，外部電源喪失時にも必要な照明が確保できるよう，非常用ディ

ーゼル発電機から電力を供給する設計とする。 

直流非常灯及び電源内蔵型照明は，全交流動力電源喪失時から重大事故等に対

処するために必要な電力の供給が常設代替交流電源設備から開始される前まで

に必要な操作を実施する中央制御室及び現場機器室に設置し，全交流動力電源喪

失時から重大事故等に対処するために必要な電力の供給が常設代替交流電源設

備から開始される前まで(70 分間に余裕を考慮し 8 時間以上)点灯可能な設計と

する。 

非常用照明，直流非常灯及び電源内蔵型照明は，設計基準事故が発生した場合

に必要な操作が行えるよう，建築基準法施行令第 126 条の五に準拠した非常灯と

同等以上の照度を有する設計とする。 

第 2.2-1 表 作業用照明の種類，給電元及び設置場所について 

給電元 設置場所 

非常用照明 

（蛍光灯等※，電源内蔵型） 

非常用低圧母線 中央制御室 

現場機器室 

緊急時対策所 

アクセスルート

直流非常灯 非常用直流電源設備 中央制御室 

現場機器室 

電源内蔵型照明 内蔵蓄電池 

（非常用低圧母線） 

中央制御室 

現場機器室 

緊急時対策所 

アクセスルート

※ 蛍光灯等は，蛍光灯，ＬＥＤ灯をいう。

第2.2-1図に作業用照明電源系統図，第2.2-2図に作業用照明装置，第2.2-3，

4 図に作業用照明配置図を示す。 
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第2.2-1図 作業用照明電源系統図（１／２） 

 

 

 

【凡例】 

高圧遮断器 

低圧遮断器 

配線用遮断器 

D/G 

A-115V 系 
充電器盤 

B-115V 系 
充電器盤 

A-115V 系 
直流盤 

B-115V 系 
直流盤 

 

作業用照明 

（直流非常灯） 
 

・非常用ディーゼル 
発電機室等 

作業用照明 

（直流非常灯） 
 

・中央制御室 

・非常用ディーゼル 
発電機室等 

 

電源内蔵型 
照明用電源盤 

作業用照明 

（電源内蔵型照明） 
 

・中央制御室 

・非常用ディーゼル 
発電機室等 

 

作業用照明 

（非常用照明（蛍光
灯等，電源内蔵型）） 
・中央制御室 

・非常用ディーゼル
発電機室等 

 

電灯盤 

常用照明 

 

220kV 開閉所 220kV 開閉所 

主変圧器 

主発電機 

所内変圧器 所内変圧器 

起動変圧器 

予備変圧器から 

A-M/C B-M/C C-M/C D-M/C 

動力変圧器 動力変圧器 動力変圧器 動力変圧器 

非常用ディーゼル発電機 

A-L/C B-L/C C-L/C D-L/C 

A-計装 C/C B-計装 C/C S-C/C 

B-115V 系 

蓄電池 

非常用 
交流電灯盤 

盤 

常用電源 
切替盤 

非常用ディーゼル発電機 

D/G 

G 

H-M/C  

 

  

HPCS-C/C 

動力 

変圧器 

HPCS 系直流盤 

作業用照明 

（直流非常灯） 
 

・ＨＰＣＳディーゼル 
発電機室等 

HPCS 系 
充電器盤 
切替盤  

HPCS 系 
蓄電池 

A-115V 系 

蓄電池 

 

 
D/G 

高圧炉心スプレイ系 

ディーゼル発電機 
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第2.2-1図 作業用照明電源系統図（緊急時対策所）（２／２） 

【凡例】 

高圧遮断器 

低圧遮断器 

配線用遮断器 

220kV 開閉所 220kV 開閉所 

主変圧器 

所内変圧器 所内変圧器 

起動変圧器 

予備変圧器から 

A-M/C B-M/C C-M/C D-M/C

動力変圧器 

C-L/C

210V 低圧母線 

緊急時対策所 

緊急時 
対策所用 

発電機 

緊急時 
対策所用 

発電機 

変圧器 

作業用照明 

（非常用照明（蛍光灯等， 

電源内蔵型）） 

非常灯・誘導灯 非常灯 

変圧器 

低圧分電盤１ 低圧分電盤２ 

主発電機 

G 

D/G 

非常用ディーゼル発電機 

作業用照明 

（非常用照明（蛍光灯等， 

電源内蔵型）） 

（電源内蔵型照明） 
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第2.2-2図 作業用照明装置 

非常用照明（上：蛍光灯等，下：電源内蔵型） 

仕様 

・定格電圧：交流 210Ｖ

・中央制御室：

700 ルクス（ベンチ盤操作部エリア）（設計値）

・点灯可能時間：１時間（電源内蔵型）

（昭和 45 年建設省告示第 1830 号に準拠

し 30 分以上の点灯が必要） 

直流非常灯 

仕様 

・定格電圧：直流 110Ｖ

・床面１ルクス（設計値）

・点灯可能時間：８時間以上

（全交流電源喪失時から重大事故等に対処

するために必要な電力の供給が常設代替

交流電源設備から開始されるまでの間と

して想定する 70 分以上点灯が必要） 

電源内蔵型照明 

仕様 

・定格電圧：交流 100Ｖ

・点灯可能時間：８時間以上

（全交流電源喪失時から重大

事故等に対処するために必

要な電力の供給が常設代替

交流電源設備から開始され

るまでの間として想定する

70 分以上点灯が必要） 

【中央制御室照明の落下防止措置】 

（写真は直流非常灯） 

中央制御室の作業用照明は，落下防

止を考慮して設置することで，地震時

における照明設備の落下を防止する。

また作業用照明ではない常用照明に

ついても落下を防止する。 

11条-8



第
2.
2-
3図

 
作
業
用
照
明
配
置
図
 

各
建
物
（
１
／
14
）
 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

11条-9



第
2.
2-
3図

 
作
業
用
照
明
配
置
図
 

各
建
物
（
２
／

14
）
 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

11条-10



第
2.
2-
3図

 
作
業
用
照
明
配
置
図
 

各
建
物
（
３
／
14
）
 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

11条-11



第
2.
2-
3図

 
作
業
用
照
明
配
置
図
 

各
建
物
（
４
／
14
）
 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

11条-12



第
2.
2-
3図

 
作
業
用
照
明
配
置
図
 

各
建
物
（
５
／
14
）
 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

11条-13



第
2.
2-
3図

 
作
業
用
照
明
配
置
図
 

各
建
物
（
６
／
14
）
 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

11条-15



第
2.
2-
3図

 
作
業
用
照
明
配
置
図
 

各
建
物
（
８
／
14
）
 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

11条-21



第
2.
2-
3図

 
作
業
用
照
明
配
置
図
 

各
建
物
（
14
／
14
）
 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第2.2-4図 作業用照明配置図 緊急時対策所 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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2.3 可搬型照明の設計方針 

 可搬型照明は，以下のとおり配備する設計とする。 

（1）全交流動力電源喪失時に現場機器室（非常用電気室等）までの移動について 

全交流動力電源喪失時に現場機器室（非常用電気室等）までの移動に必要な

照度を確保できるよう可搬型照明を配備する設計とする。 

可搬型照明については，使用時に即使用できるように内蔵電池にて点灯可能

な懐中電灯及びヘッドライトを用い，中央制御室から作業現場に向かうまでに

必要となる時間（事象発生から約10分）までに十分準備可能なように初動操作

に対応する運転員が常時滞在している中央制御室に配備する。 

（2）非常用ガス処理系配管の補修について

非常用ガス処理系配管補修を実施時，狭隘部については，必要な照度を確保

できるよう可搬型照明を配備する設計とする。なお，可搬型照明として，ＬＥ

Ｄライト（フロアタイプ）を用いることにより，補修箇所を十分認識できるこ

と，及び補修を実施可能な照度が確保されていることを確認している。（第2.3-1

図）  

可搬型照明については，内蔵電池を備えるとともに，現場復旧要員が持参し，

使用時に即使用できるように内蔵電池にて点灯可能なＬＥＤライト（フロアタ

イプ）を用い，作業開始前に準備可能なようにアクセスルート上にある第２チ

ェックポイント（管理区域の出入管理室）に配備する。 

配管補修箇所（可搬型照明なし） 配管補修箇所（可搬型照明使用） 

第2.3-1図 非常用ガス処理系配管補修で可搬型照明が必要となる場所の 

現場状況 

（3）緊急時対策所用発電機からの受電について

屋外（緊急時対策所北側）に配備する緊急時対策所用発電機からの受電時の

操作（受電完了まで約60分）については,必要な照度を確保できるよう可搬型照

明を配備する設計とする。なお，可搬型照明として懐中電灯及びヘッドライト

を用いることにより，夜間において操作可能な照度が確保されていることを確

認している。（第2.3-2図） 
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可搬型照明については，内蔵電池を備えるとともに，緊急時対策所用発電機

起動対応の要員が持参し，使用時に即使用できるように内蔵電池にて点灯可能

な懐中電灯及びヘッドライトを用い，作業開始前に準備可能なように，初動対

応要員の宿泊場所である免震重要棟に配備する。  

第2.3-2図 緊急時対策所用発電機から受電時の操作（夜間時） 

（1）～（3）項以外の作業については，建物内に作業用照明を確保するため，

可搬型照明を使用せずとも操作に必要な照明は確保される。 

一方，何らかの要因で作業用照明が機能喪失する可能性も考慮し，初動操作

に対応する運転員及び初動対応要員が通常滞在する中央制御室等に懐中電灯等

の可搬型照明を配備し，昼夜，場所を問わず作業を可能とする。 

可搬型照明は，ヘッドライトを運転員及び緊急時対策所立ち上げ要員，緊急

時対策所用発電機起動対応要員全員に配備するとともに，中央制御室，現場機

器室，緊急時対策所及び非常用ガス処理系配管ルートでの作業を考慮し，懐中

電灯，ＬＥＤライト（ランタンタイプ，三脚タイプ，フロアタイプ）を配備す

ることにより，十分な数量を確保する。（第2.3-1表）また，複数の可搬型照明

（例えば，現場対応時は懐中電灯とヘッドライト）と予備の乾電池を用意する

ことにより，照明を確保し，電池交換を可能とする。 

なお，乾電池については，可搬型照明が７日間使用可能な数量を確保する。 

スタータ

スイッチ
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第2.3-1表 可搬型照明の保管場所，数量及び仕様 

種類 保管場所 数量 仕様（参考値） 

懐中電灯 

 

 

 

中央制御室 11 個（運転員分９個＋予備２個） 

電源：乾電池（単三） 

点灯可能時間：約 11 時間 

第２チェックポイント 11 個（運転員分９個＋予備２個） 

緊急時対策所 

（対策本部） 

43 個（緊急時対策所（対策本部）の初

動対応要員分 38 個＋予備５個） 

免震重要棟 

38 個（初動体制時に緊急時対策所に参

集する要員のうち免震重要棟で宿泊す

る要員分 34 個＋予備４個） 

第１チェックポイント 

３個（初動体制時に緊急時対策所に参

集する要員のうち第１チェックポイン

トで当直する要員分２個＋予備１個） 

３号炉中央制御室 

３個（初動体制時に緊急時対策所に参

集する要員のうち３号炉中央制御室の

運転補助要員分２個＋予備１個） 

ＬＥＤライト 

（ランタンタイプ） 

 

 

 

中央制御室 

12 個（中央制御室対応として中央制御

室執務机６個＋中央制御室待避室２個

＋予備４個） 
電源：乾電池（単三） 

点灯可能時間：約 29 時間 

緊急時対策所 

（対策本部） 

９個（緊急時対策所（対策本部）の初

動対応要員分７個＋予備２個） 

ＬＥＤライト 

（三脚タイプ） 

 

 

 

中央制御室前通路 ３個（中央制御室２個＋予備１個） 

電源：交流 100V※ 

点灯可能時間：約 4.5 時間 

（蓄電池） 

※常設代替交流電源設備又

は可搬型代替交流電源設備

から給電可能 

ヘッドライト 

 

 

 

 

 

中央制御室 11 個（運転員分９個＋予備２個） 

電源：乾電池（単四） 

点灯可能時間：約 20 時間 

免震重要棟 

38 個（初動体制時に緊急時対策所に参

集する要員のうち免震重要棟で宿泊す

る要員分 34 個＋予備４個） 

第１チェックポイント 

３個（初動体制時に緊急時対策所に参

集する要員のうち第１チェックポイン

トで当直する要員分２個＋予備１個） 

３号炉中央制御室 

３個（初動体制時に緊急時対策所に参

集する要員のうち３号炉中央制御室の

運転補助要員分２個＋予備１個） 

ＬＥＤライト 

（フロアタイプ） 

 

 

 

 

 

第２チェックポイント 
４個（非常用ガス処理系配管の補修用

２個＋予備２個） 

電源：蓄電池 

点灯可能時間：約８時間 

※保管場所，数量，仕様については，今後の検討により変更となる可能性がある。  
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第１表 設計基準事故（運転時の異常な過渡変化を含む）時にプラント冷温停止までに実施する主要操作の確認結果 

設計基準事故（運転時の

異常な過渡変化を含む） 
事象ベース 事故対応中の主な操作項目 

手順書要求

操作場所 
備考 

原子炉起動時における制

御棒の異常な引き抜き 

原子炉スクラム事故 ＭＳＩＶ閉の

場合  

ＰＣＩＳリセット（ＨＶＲ起動，ＳＧＴ停止） 

中央制御室 

ＣＵＷ起動 

スクラムリセット

ドライウェル上部・下部冷却機 予備機停止 

エゼクタ停止 

ＴＧＳ切替 

ＨＢ高負荷運転 

ＳＲＶ開 

トーラス水冷却モード運転（待機側ＲＣＷ，ＲＳＷ起

動，ＲＨＲ（Ａ）（Ｂ））

ＰＬＲ起動 

主蒸気隔離論理回路リセット 

主蒸気管均圧（ＭＳＩＶ開） 

ＡＲＩリセット 

復水系酸素注入停止 

ＳＧＴ１台停止 

原子炉モードスイッチ停止 

ＳＲＭ／ＩＲＭ検出器挿入 

Ｍ－ＲＦＰ起動 

炉水位調整 

主蒸気ドレンヘッダーブロー弁開 

ドライウェル機器ドレン隔離弁全開 

排気室温度調節弁バイパス弁，アテンペレータスプレ

イ弁開 

ＭＳＩＶ ＣＯＳ全閉 

主塞止弁シートドレン弁全閉 

復水器水位調整 

ＳＳＣ除外 

タービンロックアウトリレーリセット

復水系酸素注入停止 

現場 
財産保護を目的

とした操作 

復水デミネ３塔運転 

復水フィルタ３塔運転 

ＨＢ薬注停止 

ドライウェル内漏えい検出サンプリング装置起動 

ＣＵＷ起動 

出力運転中の制御棒の異

常な引き抜き 

制御棒落下事故 

出力運転中における制御棒誤引抜

き 

Ｍ－ＲＦＰ停止 中央制御室 

原子炉冷却材流量の部分

喪失 

原子炉再循環系事故 

再循環ポンプ１台トリップ 

ＣＢＰ２台目停止 

中央制御室 
ＣＵＷ補助ポンプ起動 

ＴＧＳ切替（グランド蒸気発生器→ＨＳ） 

ＣＢＰ２台目停止 

ＣＵＷ循環ポンプ２台目停止 
現場 

判断を有しない

確認 Ａ（Ｂ）－Ｍ／Ｃリレーターゲット確認 

発電所起動停止 ＣＵＷ循環ポンプ「１台→２台」 

中央制御室 

格納容器Ｎ２パージ 

ＲＨＲ系フラッシング 

排ガス処理系流量「低流量→高流量」 

排ガス処理系再結合器ヒータ使用開始 

起動停止記録の開始 

ＲＷＭ使用開始 

「ヒータ水位制御ＡＮＮ」ＣＯＳ“除外” 

ＰＬＲスピード降下 

制御棒挿入 

復水器真空調整 

制御棒挿入 

ＰＬＲスピード降下 

ＰＬＲポンプモーター振動計ハイパスフィルタ Ｏ

ＦＦ 

Ｔ－ＲＦＰ切替（２Ｔ→１Ｔ） 

Ｔ－ＲＦＰ１台目停止 

復水系酸素注入停止 

制御棒挿入 

給水制御系「３要素→１要素」 

Ｍ－ＲＦＰ１台目起動 

１Ｔ→１Ｍ切替 

Ｔ－ＲＦＰ２台目停止 

ＣＢＰ１台目停止 

ＣＰ１台目停止 

制御棒挿入 

所内切替（ＨＴｒ→ＳＴｒ） 

主蒸気系ドレン弁全開 

負荷制限器による発電機出力降下 

排気室温度調節弁バイパス弁 開 

ターニング油ポンプ，吸込油ポンプ起動

発電機解列 

タービントリップ

制御棒挿入 

エゼクタモードⅡへ切替

ＴＧＳ切替（グランド蒸気発生器→ＨＳ） 

主蒸気系ドレン弁閉止 

ＦＣＶからＬＦＣＶへ切替 

３．別紙 

別紙１ 現場操作の確認結果について 
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設計基準事故（運転時の

異常な過渡変化を含む） 
事象ベース 事故対応中の主な操作項目 

手順書要求

操作場所 
備考 

原子炉冷却材流量の部分

喪失（続き） 

発電機起動停止（続き） ＩＲＭ検出器挿入 

中央制御室 

原子炉モードＣＯＳ 運転→起動 

制御棒挿入 

排気室温度調節弁バイパス弁 全閉 

ＥＨＣ圧力設定変更 

ＳＲＭ検出器挿入 

制御棒挿入 

未臨界確認 

原子炉モードＣＯＳ 起動→停止 

主蒸気系ドレン弁全開 

エゼクタモードⅢへ切替

グランド蒸気発生器暖機 

ＴＧＳ切替（ＨＳ→グランド蒸気発生器） 

ＴＢＶオープニングジャッキ 調節 

ＥＨＣ圧力設定変更 

ＣＵＷ圧力調整弁バイパス弁使用開始 

ＣＵＷ循環ポンプ １台目停止 

主蒸気ドレンオリフィスバイパス弁使用開始 

ＬＦＣＶからＦＣＶへ切替 

Ｍ－ＲＦＰ停止 

ＦＣＶからＬＦＣＶへ切替 

エゼクタモードⅡへ切替

ＣＵＷ補助ポンプ起動 

ＴＧＳ切替（グランド蒸気発生器→ＨＳ） 

ＣＢＰ２台目停止 

ＣＵＷ循環ポンプ２台目停止 

原子炉停止時冷却モード運転 

主蒸気系隔離弁全閉 

ヘッドスプレイ使用開始

復水器パージ運転 

ＳＳＣ除外 

タービン出力８０％以下確認

ＣＵＷ循環ポンプ「１台→２台」 

現場 
財産保護を目的

とした操作 

水素・酸素注入停止（水素，酸素供給装置停止，Ｎ２

パージ） 

ＨＢ薬注停止 

復水デミネ流量低ＡＮＮ“除外” 

復水デミネ８→５塔運転 

復水フィルタ８→５塔運転 

復水系酸素注入停止 

復水デミネ５→３塔運転 

復水フィルタ５→３塔運転 

ＣＢＰ１台目停止 

発電機水素ガス自動補給停止 

発電機絶縁測定 

Ｍ－ＲＦＰ停止 

ＣＢＰ２台目停止 

原子炉冷却材系の停止ル

ープの誤起動 
発電所起動停止 発電所起動停止と同様 

外部電源喪失 外部事故 

発電所全停電（予備変受電失敗） 

遮断器入切操作 

中央制御室 

主変断路器乙母線側開放 

起変断路器乙母線側開放 

ＳＧＴ１系統停止 

原子炉モードＣＯＳ停止 

ＳＲＶ開 

ＩＲＭ，ＳＲＭ検出器挿入 

ＭＳＩＶ ＣＯＳ全閉 

炉水位調整 

原子炉減圧冷却 

非常用軸受油ポンプ停止 

ＴＧＳ切替 

ＴＳＷ／ＴＣＷ起動 

Ｔ／Ｂ主給排気系起動 

ＲＷ／Ｂ主給排気系起動 

Ｒ／Ｂ付属棟主給排気系起動 

ドライウェル機器ドレン隔離弁全開 

ＰＬＲポンプＭＧ補助油ポンプ起動 

トーラス水冷却モード運転

制御油ポンプ起動 

ＲＦＰ・Ｔ主油ポンプ起動，非常用油ポンプ停止 

Ｔ－ＲＦＰ出口弁全閉 

開閉所母線受電 

起動変圧器受電 

メタクラ受電 

循環水ポンプ起動 

ＦＣＶからＬＦＣＶへ切替 

ＲＣＩＣ停止 

復水ポンプ起動 

グランドコンデンサファン起動 

復水昇圧ポンプ起動 

Ｍ・ＲＦＰ起動 

ＰＣＩＳリセット（ＨＶＲ起動，ＳＧＴ停止） 

ＣＵＷ起動 

ＰＬＲ起動 
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設計基準事故（運転時の

異常な過渡変化を含む） 
事象ベース 事故対応中の主な操作項目 

手順書要求

操作場所 
備考 

外部電源喪失（続き） 外部事故 

 発電所全停電（予備変受電失敗） 

（続き） 

主蒸気隔離論理回路リセット 

中央制御室 

主蒸気管均圧（ＭＳＩＶ開） 

復水器真空破壊 

ＡＲＩリセット 

スクラムリセット

Ａ・Ｂ・ＨＰＣＳ－ＤＥＧ停止 

ＦＰＣ起動 

復水系酸素注入停止 

母線保護継電装置「投入ロック解除」 

１Ｌ・２Ｌロックアウトリレーリセット 

タービンロックアウトリレーリセット

ＳＳＣ除外 

復水系酸素注入停止 

現場 
財産保護を目的

とした操作 

密封油真空ポンプ起動 

ＰＬＲポンプＭＧ非常用潤滑油ポンプ停止 

Ａ・Ｂ原子炉保護系ＭＧ起動 

ＣＵＷフィルタ再生 

ＦＰＣフィルタ再生 

非常用密封油ポンプ停止 

ＨＢ起動，薬注停止 

ＣＵＷ起動 

発電所起動停止 発電所起動停止と同様 

外部事故 

 発電所全停電（地震＋２２０ｋＶ及

び６６ｋＶ不可） 

遮断器入切操作 

中央制御室 

主変断路器乙母線側開放 

ＳＧＴ１系統停止 

原子炉モードＣＯＳ停止 

ＳＲＶ開 

ＩＲＭ，ＳＲＭ検出器挿入 

ＭＳＩＶ ＣＯＳ全閉 

炉水位調整 

トーラス水冷却モード運転（Ｂ）

非常用軸受油ポンプ停止 

ＴＳＷ／ＴＣＷ起動（Ａ）（Ｃ） 

復水器真空破壊 

発電機水素ガス放出 

ＰＣＩＳリセット（ＤＷ機器・床 内外隔離弁全開） 

ＣＲＤポンプ停止 

Ａ－Ｄ／Ｗ上部・下部冷却機停止 

ＨＶＣ切替（Ａ→Ｂ） 

ＣＡＭＳ切替（Ａ→Ｂ） 

ＲＣＷ常用系切替（Ⅰ→Ⅱ） 

Ｓ－Ｒ／Ｂ－Ｃ／Ｃ切替 

ＨＶＲＯ停止 

Ａ－ＴＳＷ／ＴＣＷ停止 

ＩＡコンプレッサ切替（Ａ→Ｂ） 

ベーパエキストラクタ切替（Ａ→Ｂ） 

Ａ・Ｂ・ＨＰＣＳ－ＤＥＧ停止 

原子炉停止時冷却モード運転 

ＲＣＩＣトリップ 

ＡＲＩリセット 

スクラムリセット

タービンターニング停止

ターニング油ポンプ，吸込油ポンプ停止

ジャッキング油ポンプ停止 

ＴＣＷ／ＴＳＷ（Ｃ）停止 

ＨＰＣＳ－ＤＥＧ起動 

ＨＰＣＳポンプ起動 

復水系酸素注入停止 

ＳＳＣ除外 

復水系酸素注入停止 

現場 

財産保護を目的

とした操作 

密封油真空ポンプ起動 

非常用密封油ポンプ停止 

Ａ（Ｂ）－水素ガス供給装置第１入口弁（Ｖ２３３－

２Ａ（Ｂ））全閉 

発電機機内ガス置換 

密封油真空ポンプ切替（Ａ→Ｂ） 

Ａ－原子炉保護系電源切替（Ｂ－計装分電盤受電） 

Ｂ－原子炉保護系電源切替（ＭＧ受電） 

密封油ポンプ停止 

密封油真空ポンプ停止 

再循環密封油ポンプ停止 

一般計装電源切替 

１１５Ｖ充電器切替（Ａ→予備充電器） 

余裕を持たせる

ための操作 

Ａ・Ｂ・ＨＰＣＳ－ディーゼル機関燃料ハンドル遮断

位置 

Ｂ－ディーゼル発電機燃料貯蔵タンクＢ→Ａ切替（Ｈ

ＰＣＳ） 

発電所起動停止 発電所起動停止と同様 

津波来襲 

外部電源喪失 

系外放出停止 

中央制御室 
運転中ＣＢＰミニマムフロー弁全開 

発電機周波数，電圧調整 

負荷制限器操作 

11条-29



設計基準事故（運転時の

異常な過渡変化を含む） 
事象ベース 事故対応中の主な操作項目 

手順書要求

操作場所 
備考 

外部電源喪失（続き） 津波来襲 

外部電源喪失（続き） 

遮断器入切操作 

中央制御室 

制御棒挿入（指定された制御棒） 

ＲＣＷ／ＲＳＷ（待機側） ＣＳ入操作 

ＨＰＣＷ／ＨＰＳＷ起動 ＣＳ入操作 

原子炉手動スクラム 

ＳＧＴ１系統停止 

ＳＲＶ開 

原子炉モードＣＯＳ停止 

ＩＲＭ，ＳＲＭ検出器挿入 

非常用軸受油ポンプ停止 

ＭＳＩＶ ＣＯＳ全閉 

ＴＧＳ切替 

ＴＣＷ／ＴＳＷ起動 

所内空気１，２号連絡弁開 

炉水位調整 

ＰＣＩＳリセット 

トーラス水冷却モード運転

ＲＳＷポンプ停止 

ＨＰＳＷポンプ停止 

ＲＣＷポンプ停止 

ＨＰＣＷポンプ停止 

ＴＳＷポンプ停止 

Ａ・Ｂ・ＨＰＣＳ－ＤＥＧ停止 

タービンターニングモータ停止

Ａ・Ｂ・ＨＰＣＳ－ＤＥＧ起動 

復水系酸素注入停止 

ＳＳＣ除外 

Ａ・Ｂ，Ｃ・Ｄ，Ｅ・Ｆ－除じん機運転選択ＣＯＳ「停

止」 

現場 

財産保護を目的

とした操作 

海水電解装置停止 

ＨＢ薬注停止 

ＨＢ起動 

非常用密封油ポンプ停止 

密封油真空ポンプ起動 

Ａ，Ｂ－原子炉保護系ＭＧ起動 

所内空気１，２号連絡弁開 

復水系酸素注入停止 

Ａ，Ｂ－除じんポンプＣＳ「引保持」 

Ａ・Ｂ・ＨＰＣＳ－ＤＥＧ燃料移送ポンプＣＳ「引保

持」 

Ａ・Ｂ・ＨＰＣＳ－ＤＥＧ燃料移送ポンプＣＳ「自動」 

給水加熱喪失 原子炉スクラム事故 ＭＳＩＶ閉の

場合  
原子炉スクラム事故 ＭＳＩＶ閉の場合で包絡するため割愛 

発電所起動停止 発電所起動停止と同様 

原子炉冷却材流量制御系

の誤動作 

原子炉再循環系事故 

再循環流量制御系の不調 

  ポンプ速度上昇 

ＰＬＲ速度制御器手動 

中央制御室 

負荷制限器にて発電機出力降下 

スクープ管位置制御器手動

スクープ管ロック

健全側ＰＬＲポンプ速度降下 

ＰＬＲポンプ停止 

スクープ管ロックリセット

ＰＬＲ速度制御器自動 

制御棒挿入 

ロック側ＰＬＲポンプ速度降下 現場 
財産保護を目的

とした操作 

発電所起動停止 発電所起動停止と同様 

負荷の喪失 外部事故 

所内単独運転 

制御棒挿入（指定された制御棒） 

中央制御室 

運転中ＣＢＰミニマムフロー弁全開 

排気室温度調節弁バイパス弁開 

ＲＣＷ／ＲＳＷ（待機側） ＣＳ入操作 

ＨＰＣＷ／ＨＰＳＷ起動 ＣＳ入操作 

発電機周波数，電圧調整 

負荷制限器操作 

遮断器入切操作 

開閉所母線受電 

起変遮断器投入 

発電機並列 

ＰＬＲポンプ起動 

Ａ・Ｂ・ＨＰＣＳ－ＤＥＧ停止 

ＤＧ冷却水出口弁全閉 

ＲＣＷ／ＲＳＷ（自動起動）停止 

ＨＰＣＷ／ＨＰＳＷ停止 

選択制御棒引抜 

ＰＬＲポンプ速度上昇 

Ｔ－ＲＦＰ（Ａ）（Ｂ）起動 

所内切替 

発電機停止 

タービントリップ

１Ｌ・２Ｌロックアウトリレーリセット 

母線保護継電装置「投入ロック解除」 

原子力幹線動作リレー確認，リセット 

ＳＳＣ除外 

ＨＢ薬注停止 現場 
財産保護を目的

とした操作 

11条-30



設計基準事故（運転時の

異常な過渡変化を含む） 
事象ベース 事故対応中の主な操作項目 

手順書要求

操作場所 
備考 

負荷の喪失（続き） 発電所起動停止 
発電所起動停止で包絡するため割愛 

外部事故 

発電所全停電（予備変受電成功） 

遮断器入切操作 

中央制御室 

主変断路器乙母線側開放 

起変断路器乙母線側開放 

ＳＧＴ１系統停止 

原子炉モードＣＯＳ停止 

ＳＲＶ開 

ＩＲＭ，ＳＲＭ検出器挿入 

非常用軸受油ポンプ停止，吸込み油ポンプ起動 

Ｔ－ＲＦＰ出口弁全閉 

主塞止弁シートドレン弁全閉 

ＴＧＳ切替 

ＴＳＷ／ＴＣＷ起動 

Ｔ／Ｂ主給排気系起動 

ＲＷ／Ｂ主給排気系起動 

Ｒ／Ｂ主給排気系起動 

ＰＬＲポンプＭＧ補助油ポンプ起動 

ＨＡコンプレッサ起動 

トーラス水冷却モード運転

制御油ポンプ起動 

ＲＦＰ・Ｔ主油ポンプ起動，非常用油ポンプ停止 

開閉所母線受電 

起動変圧器受電 

所内切替 

循環水ポンプ起動 

ＦＣＶからＬＦＣＶへ切替 

ＲＣＩＣ停止 

復水ポンプ起動（フィルタバイパス） 

グランドコンデンサファン起動 

復水昇圧ポンプ起動 

Ｍ・ＲＦＰ起動 

ＰＣＩＳリセット（ＨＶＲ起動，ＳＧＴ停止） 

ＣＵＷ起動 

炉水位調整 

ドライウェル機器ドレン隔離弁全開 

ＰＬＲ起動 

主蒸気隔離論理回路リセット 

主蒸気管均圧（ＭＳＩＶ開） 

復水器真空破壊 

ＡＲＩリセット 

スクラムリセット

Ａ・Ｂ・ＨＰＣＳ－ＤＥＧ停止 

ＦＰＣ起動 

復水系酸素注入停止 

ＳＳＣ除外 

母線保護継電装置「投入ロック解除」 

１Ｌ・２Ｌロックアウトリレーリセット 

タービンロックアウトリレーリセット

ＨＢ起動，薬注停止 

現場 
財産保護を目的

とした操作 

復水系酸素注入停止 

密封油真空ポンプ起動 

ＰＬＲポンプＭＧ非常用潤滑油ポンプ停止 

Ａ・Ｂ原子炉保護系ＭＧ起動 

ＣＵＷフィルタ再生 

ＦＰＣフィルタ再生 

ＣＵＷ起動 

発電所起動停止 発電所起動停止と同様 

外部電源喪失 外部電源喪失と同様 

主蒸気隔離弁の誤閉止 原子炉スクラム事故 

ＭＳＩＶ閉の場合 
原子炉スクラム事故 MSIV 閉の場合と同様 

発電所起動停止 
発電所起動停止と同様 

給水制御系の故障 復水給水系事故 

給水流量制御系の不調 

  炉水位上昇 

Ａ，Ｂ－ＴＤ－ＲＦＰ制御器 自動→手動 

中央制御室 

Ａ，Ｂ－ＴＤ－ＲＦＰ－ＭＳＣ操作 

原子炉モードスイッチ停止 

ＭＤ－ＲＦＰ起動 

復水器水位調整 

ターニング油ポンプ，吸込み油ポンプ起動

しゃ断器入切操作 

ＩＲＭ，ＳＲＭ検出器挿入 

ＳＳＣ除外 

原子炉スクラム事故 ＭＳＩＶ開の

場合  

ＳＧＴ１系統停止 

中央制御室 

原子炉モードＣＯＳ停止 

Ｔ－ＲＦＰ（Ａ）（Ｂ）トリップ 

Ｍ－ＲＦＰ起動 

ターニング油ポンプ，吸込油ポンプ起動

給水制御系「水位設定復帰」 

給水制御系「３要素→１要素」 

ＩＲＭ，ＳＲＭ検出器挿入 

ＦＣＶからＬＦＣＶへ切替 

遮断器入切操作 

主変断路器開放 

ＰＣＩＳリセット（ＨＶＲ起動，ＳＧＴ停止） 

11条-31



設計基準事故（運転時の

異常な過渡変化を含む） 
事象ベース 事故対応中の主な操作項目 

手順書要求

操作場所 
備考 

給水制御系の故障（続き） 原子炉スクラム事故 ＭＳＩＶ開の

場合（続き） 

ＣＵＷ起動 

中央制御室 

スクラムリセット

ドライウェル上部・下部冷却機 予備機停止 

エゼクタ切替 

ＴＧＳ切替 

復水系酸素注入停止 

排気室温度調節弁バイパス弁 開 

主蒸気ヘッダードレンブロー弁全開 

アテンペレータスプレイ弁開

炉水位調整 

ドライウェル機器ドレン隔離弁全開 

主蒸気ドレン弁全開 

ＳＳＣ除外 

タービンロックアウトリレーリセット

復水系酸素注入停止 

現場 
財産保護を目的

とした操作 

復水デミネ３塔運転 

復水フィルタ３塔運転 

ＨＢ薬注停止 

ドライウェル内漏えい検出サンプリング装置起動 

ＣＵＷ起動 

発電所起動停止 発電所起動停止と同様 

復水給水系事故 

給水流量制御系の不調 

  給水流量制御系の故障 
タービン発電機トリップ事故に準ずる。

各々で包絡する

ので割愛 

原子炉圧力制御系の故障 タービン系事故

圧力制御装置の故障
ＳＳＣ除外 中央制御室 

原子炉スクラム事故 ＭＳＩＶ閉の

場合  
原子炉スクラム事故 ＭＳＩＶ閉の場合と同様 

発電所起動停止 発電所起動停止と同様 

給水流量の全喪失 復水給水系事故 

全給水喪失 

  逃し安全弁１弁開固着の場合 

給・復水系ＣＳ操作 

中央制御室 

ＳＧＴ１台停止 

原子炉モードスイッチ停止 

ＳＲＭ／ＩＲＭ検出器挿入 

ターニング油ポンプ，吸込油ポンプ起動

遮断器入切操作 

９２２乙開放 

エゼクタ停止 

ＴＧＳ エバポ→ＨＳ 

ＳＲＶ開閉操作 

復水器真空破壊 

ＴＧＳ停止 

復水系酸素注入停止 

待機側ＲＣＷ／ＲＳＷ起動 

Ａ，Ｂ－ＲＨＲ（トーラス冷却）起動 

ＲＣＩＣ起動 

炉水位調整 

ＨＰＣＳ起動 

ＣＵＷ再起動 

ＨＰＣＳ停止 

ＲＣＩＣ停止 

ＰＣＩＳリセット 

ＨＶＲ起動 

ＳＧＴ停止 

ＰＬＲ起動 

ＡＲＩリセット 

スクラムリセット

ＲＨＲ停止 

ＲＨＲ（ＳＤＣ）起動 

ＭＳＩＶ ＣＯＳ全閉 

主塞止弁シートドレン弁全閉 

ＨＢ高負荷運転 

ドライウェル機器ドレン隔離弁全開 

ＳＳＣ除外 

タービンロックアウトリレーリセット

復水系酸素注入停止 

現場 
財産保護を目的

とした操作 

ＲＨＲ水置換 

ＣＵＷ再起動 

ＨＢ薬注停止 

発電所起動停止 発電所起動停止と同様 

復水給水系事故 

全給水喪失 

  逃し安全弁正常の場合 

給・復水系ＣＳ操作 

中央制御室 

ＳＧＴ１台停止 

原子炉モードスイッチ停止 

ＳＲＭ／ＩＲＭ検出器挿入 

ターニング油ポンプ，吸込油ポンプ起動

遮断器入切操作 

９２２乙開放 

エゼクタ停止 

ＴＧＳ エバポ→ＨＳ 

ＳＲＶ開 

復水器真空破壊 

ＴＧＳ停止 

復水系酸素注入停止 

待機側ＲＣＷ／ＲＳＷ起動 

11条-32



設計基準事故（運転時の

異常な過渡変化を含む） 
事象ベース 事故対応中の主な操作項目 

手順書要求

操作場所 
備考 

給水流量の全喪失（続き） 復水給水系事故 

全給水喪失 

  逃し安全弁正常の場合（続き） 

Ａ，Ｂ－ＲＨＲ（トーラス冷却）起動 

中央制御室 

ＲＣＩＣ起動 

ＣＵＷ再起動 

ＰＣＩＳリセット 

ＨＶＲ起動 

ＳＧＴ停止 

ＰＬＲ起動 

ＡＲＩリセット 

スクラムリセット

ＲＨＲ停止 

ＲＣＩＣ停止 

ＲＨＲ（ＳＤＣ）起動 

給水系復旧 

ＭＳＩＶ ＣＯＳ全閉 

主塞止弁シートドレン弁全閉 

ＨＢ高負荷運転 

ドライウェル機器ドレン隔離弁全開 

ＳＳＣ除外 

タービンロックアウトリレーリセット

復水系酸素注入停止 

現場 
財産保護を目的

とした操作 

ＣＵＷ再起動 

ＲＨＲ水置換 

ＨＢ薬注停止 

発電所起動停止 発電所起動停止と同様 

原子炉冷却材喪失 原子炉冷却材喪失事故 

 大破断（所内電源喪失で破断口が隔

離可能） 

ＰＬＲ系隔離 

中央制御室 

原子炉モードスイッチ停止 

ＳＲＭ／ＩＲＭ挿入 

ＬＰＣＩ→Ｄ／Ｗ，トーラススプレイ切替 

給水制御系 ３要素→１要素 

Ｄ／Ｗ，トーラススプレイ→トーラス冷却切替 

ＦＣＳ起動 

ＡＲＩリセット 

スクラムリセット

ＰＣＩＳリセット 

ＥＣＣＳ起動信号リセット 

ＲＨＲ（ＬＰＣＩ）停止 

ＲＨＲ（トーラス冷却）停止 

ＲＨＲ（ＳＤＣ）起動 

ＨＰＣＳポンプ停止 

ＬＰＣＳポンプ停止 

ＡＤＳリセット 

ＨＰＣＳ－ＤＥＧ停止 

ターニング油ポンプ起動，非常用軸受油ポンプ停止

エゼクタ停止 

復水器真空破壊 

グランドシール停止 

復水ポンプ１台起動 

予備変→起変切替 

Ａ，Ｂ－ＤＥＧ停止 

ＭＳＩＶ ＣＯＳ全閉 

格納容器隔離弁 ＣＯＳ全閉 

ＳＳＣ除外 

原子炉保護系ＭＧ起動 現場 
財産保護を目的

とした操作 

原子炉スクラム事故 ＭＳＩＶ閉の

場合  
原子炉スクラム事故 ＭＳＩＶ閉の場合と同様 

発電所起動停止 発電所起動停止と同様 

原子炉冷却材流量の喪失 原子炉再循環系事故 

再循環ポンプ２台トリップ 

ＰＬＲポンプＭＧＣＳ「引保持」 
中央制御室 

ＰＬＲ主制御器出力２０％にする。 

ＰＬＲＭＧセット制御盤リレーターゲット確認 
現場 

判断を有しない

確認 Ａ（Ｂ）－Ｍ／Ｃリレーターゲット確認 

発電所起動停止 発電所起動停止と同様 

原子炉冷却材ポンプの軸

固着 

原子炉再循環系事故 

再循環ポンプ１台軸固着 

原子炉モードＣＯＳ停止 

中央制御室 

ＩＲＭ・ＳＲＭ検出器挿入 

ＳＧＴ１系統停止 

Ａ－ＦＣＶ制御器「手動」「全閉」 

Ａ（Ｂ）－Ｍ－ＲＦＰ起動 

ターニング油ポンプ，吸込油ポンプ起動

遮断器入切操作 

主変断路器開放 

ＲＣＩＣ起動 

ＳＳＣ除外 

タービン発電機トリップ タービン発電機トリップと同様

発電所起動停止 発電所起動停止と同様 

制御棒落下 制御棒落下事故 

制御棒落下事故 

原子炉モードＣＯＳ停止 

中央制御室 

ＳＲＭ検出器挿入 

エゼクタモードⅡへ切替

ＴＧＳ切替 

ＨＶＲ停止 

ＳＧＴ起動 

ＨＶＴ停止 

ＣＵＷ補助熱交使用 

復水器パージ運転 
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設計基準事故（運転時の

異常な過渡変化を含む） 
事象ベース 事故対応中の主な操作項目 

手順書要求

操作場所 
備考 

制御棒落下（続き） 制御棒落下事故 

制御棒落下事故（続き） 

復水器真空破壊 

中央制御室 

ＳＲＶ開閉 

ＲＣＩＣ起動 

原子炉停止時冷却モード運転 

主蒸気隔離弁ＣＯＳ全閉 

ＣＵＷ系冷却水流量増加 

炉水位調整 

ＨＢ薬注停止 現場 
財産保護を目的

とした操作 

発電所起動停止 発電所起動停止と同様 

放射性気体廃棄物処理施

設の破損 

放射性廃棄物処理施設の破損 

エゼクタ出口配管破損

ＨＶＴ停止 

中央制御室 

エゼクタ停止 

ＯＦＧ系停止 

原子炉手動スクラム 

ターニング油ポンプ，吸込油ポンプ起動

遮断器入切操作 

主変断路器開放 

原子炉モードＣＯＳ停止 

ＩＲＭ，ＳＲＭ検出器挿入 

ＭＳＩＶ全閉 

ＨＢ高負荷運転 

ＴＧＳ切替 

ＳＲＶ開閉 

ＳＳＣ除外 

空気抽出器室にて破損個所究明（セルフエアーセット

着用） 現場 
財産保護を目的

とした操作 
ＨＢ薬注停止 

原子炉スクラム事故 ＭＳＩＶ閉の

場合  
原子炉スクラム事故 ＭＳＩＶ閉の場合と同様 

発電所起動停止 発電所起動停止と同様 

主蒸気管破断 蒸気管破断事故 

ドライウェル外主蒸気管破断 

ＳＧＴ排風機１台停止 

中央制御室 

ＨＶＴ停止 

復水器補給水調節弁バイパス弁開 

ターニング油ポンプ，吸込油ポンプ起動

エゼクタ停止 

ＴＧＳ エバポ→ＨＳ 

復水器真空破壊 

原子炉モードスイッチ停止 

ＳＳＣ除外 

原子炉スクラム事故 ＭＳＩＶ閉の

場合  
原子炉スクラム事故 ＭＳＩＶ閉の場合と同様 

発電所起動停止 発電所起動停止と同様 

外部電源喪失 外部電源喪失と同様 

燃料集合体の落下 燃料取替事故 

プラント停止中燃料取扱作業 

原子炉建物原子炉棟４階からの退避指示 

中央制御室 

ＨＶＲ停止 

ＳＧＴ起動 

原子炉停止時冷却モード停止 

ＰＬＲポンプ停止 

ＣＵＷ系冷却水流量増加 

燃料の落下位置 

現場 
判断を有しない

確認 
燃料の落下状態（転倒または直立等） 

落下燃料からの発泡の有無 

－ 原子炉スクラム事故 ＭＳＩＶ開の

場合 
原子炉スクラム事故 ＭＳＩＶ開の場合と同様 

タービン発電機トリップ事故 ＳＧＴ１台停止 

中央制御室 

原子炉モードスイッチ停止 

ＴＤ－ＲＦＰ停止 

ＭＤ－ＲＦＰ起動 

給水制御系水位設定復帰 

ＳＲＭ／ＩＲＭ検出器挿入 

ターニング油ポンプ，吸込油ポンプ起動

遮断器入切操作 

９２２乙開放 

給水制御系 ３要素→１要素切替 

ＰＣＩＳリセット 

ＨＶＲ起動 

ＳＧＴ停止 

ＣＵＷ起動 

復水系酸素注入停止 

スクラムリセット

Ａ，Ｂ－ＰＬＲ起動 

エゼクタモードⅢ→Ⅱ切替

ＴＧＳ エバポ→ＨＳ 

ＦＣＶからＬＦＣＶへ切替 

排気室温度調節弁バイパス弁 開 

アテンペレータスプレイ弁開

炉水位調整 

ドライウェル機器ドレン隔離弁全開 

主蒸気ドレン弁全開 

主蒸気ヘッダードレンブロー弁全開 

ドライウェル冷却機１台停止 

ＳＳＣ除外 

タービンロックアウトリレーリセット
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設計基準事故（運転時の

異常な過渡変化を含む） 
事象ベース 事故対応中の主な操作項目 

手順書要求

操作場所 
備考 

－ タービン発電機トリップ事故（続き） 復水系酸素注入停止 

現場 
財産保護を目的

とした操作 

ドライウェル内漏えい検出サンプリング装置起動 

ＣＦ，ＣＤ減塔操作 

ＨＢ薬注停止 

ＣＵＷ起動 

発電所起動停止 発電所起動停止と同様 
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別紙２ 新規制基準適合申請に係る発電用原子炉施設追加設備の安全避難通路等

について（設置許可基準規則第 11 条第１項及び第２項への適合性） 

1．概要

「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の基準に関する規

則」第十一条（安全避難通路等）第１項第一号によって要求される『その位置を

明確かつ恒久的に表示することにより容易に識別できる安全避難通路』について

は，追加設備である緊急時対策所及びガスタービン発電機建物に安全避難通路及

び安全避難通路の位置を明確かつ恒久的に表示する避難用の照明として非常灯及

び誘導灯を設置する。 

「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の基準に関する規

則」第十一条（安全避難通路等）第１項第二号によって要求される『照明用の電

源が喪失した場合においても機能を損なわない避難用の照明』については，追加

設備である緊急時対策所及びガスタービン発電機建物に用いる避難用の照明の電

源が喪失した場合においても，点灯可能なよう非常灯及び誘導灯に蓄電池を内蔵

する。 

2．安全避難通路について 

緊急時対策所及びガスタービン発電機建物に設置する安全避難通路及び避難用

の照明配置図を別紙2-1及び別紙2-2図に示す。 

安全避難通路の位置を明確かつ恒久的に表示する避難用の照明として，以下に

準拠し蓄電地内蔵の非常灯及び誘導灯を設置する。 

・非常灯：建築基準法施行令第126条の四，五及び昭和45年建設省告示第1830号

・誘導灯：消防法施行令第26条及び消防法施行規則第28条

蓄電池は，非常灯については昭和45年建設省告示第1830号に準拠し30分以上，

誘導灯については消防法施行規則第28条に準拠し20分以上点灯できる容量を有す

るものとする。 

別紙2-3図に避難用の照明装置を示す。 
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別紙2-1図 安全避難通路及び避難用の照明配置図 緊急時対策所 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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別紙2-2図 安全避難通路及び避難用の照明配置図 

 ガスタービン発電機建物（１／４）  

凡例 

  ：避難口誘導灯 

  ：通路誘導灯（廊下・通路） 

  ：非常灯 

  ：動線 

  ：避難口 

 

屋外へ 

 

屋外へ 

 

屋外へ 

 

屋外へ 

ガスタービン発電機建物１階 EL：47500 

 

屋外へ 

ガスタービン発電機 

設置エリア（2 号） 

ガスタービン発電機 

設置エリア（予備） 

ガスタービン発電機 

将来設置エリア（別申請） 
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別紙2-2図 安全避難通路及び避難用の照明配置図 

 ガスタービン発電機建物（２／４）  

凡例 

  ：避難口誘導灯 

  ：通路誘導灯（廊下・通路） 

  ：非常灯 

  ：動線 

  ：避難口 

ガスタービン発電機建物２階 EL：50700 

ガスタービン発電機 
設置エリア（2 号） 

ガスタービン発電機 
設置エリア（予備） 

ガスタービン発電機 
将来設置エリア（別申請）
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別紙2-2図 安全避難通路及び避難用の照明配置図 

 ガスタービン発電機建物（３／４）  

凡例 

  ：避難口誘導灯 

  ：通路誘導灯（廊下・通路） 

  ：非常灯 

  ：動線 

  ：避難口 

ガスタービン発電機建物３階 EL：54500 

ガスタービン発電機 
設置エリア（2 号） 

ガスタービン発電機 
設置エリア（予備） 

ガスタービン発電機 
将来設置エリア（別申請）
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別紙2-2図 安全避難通路及び避難用の照明配置図 

 ガスタービン発電機建物（４／４）  

凡例 

  ：避難口誘導灯 

  ：通路誘導灯（廊下・通路） 

  ：非常灯 

  ：動線 

  ：避難口 

ガスタービン発電機建物３階 EL：55000 

ガスタービン発電機 
設置エリア（2 号） 

ガスタービン発電機 
設置エリア（予備） 

ガスタービン発電機 
将来設置エリア（別申請）
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非常灯 

避難口誘導灯 

通路誘導灯（廊下・通路） 

別紙 2-3 図 避難用の照明装置（設置例） 
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別添 

島根原子力発電所２号炉 

運用，手順説明資料 

安全避難通路等 

11条-43



 

11条安全避難通路等 

設置許可基準規則第 11 条第三号 

設計基準事故が発生した場合に用いる照明及びその専用の電源。 

（解釈） 

「設計基準事故が発生した場合に用いる照明」とは、昼夜及び場所を問わず、発電用

原子炉施設内で事故対策のための作業が生じた場合に、作業が可能となる照明のこと

をいう。なお、現場作業の緊急性との関連において、仮設照明の準備に時間的猶予が

ある場合には、仮設照明（可搬型）による対応を考慮してもよい。 

設計基準事故が発生した場合に作業が必要な場所 

安全施設が安全機能を損なわないために作業必要な場所 

設計基準事故が発生した場合，安全施設が

安全機能を損なわないために用いる照明

及びその専用の電源を確保すること。 

外部電源喪失時及び全交流動力電源喪失時

から重大事故等に対処するために必要な電

力の供給が交流動力電源から開始されるま

での間においても点灯できる照明を作業場

所へ設置する。 

非常用ディーゼル発電機から電力を供給する

非常用照明及び直流非常灯の設置 

仮設照明による対応ができること。 

（現場作業の緊急性との関連において，時間

的猶予がある場合） 

非常用ガス処理系配管補修，緊急時対策所用

発電機からの受電及び現場作業までのアクセ

スに使用するための可搬型照明を配備する。

保 

【後段規制との対応】  【添付六，八への反映事項】 

工：工認（基本設計方針，添付書類） ：添付六，八に反映 

保：保安規定（下位文章含む） ：当該条文に関係しない 

核：核防規定（下位文章含む） （他条文での反映事項他） 
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運用，手順に係る対策等（設計基準） 

設置許可基準 

対象条文 
対象項目 区分 運用対策等 

第 11 条 

安全避難通路等 

非常用照明， 

直流非常灯， 

電源内蔵型照明 

運用・手順 － 

体制 － 

保守・点検 外観検査及び性能検査 

教育・訓練 － 

可搬型照明配備 

運用・手順 

必要時に迅速に使用できる

よう，必要数及び保管場所を

定める。 

体制 － 

保守・点検 員数確認及び点灯確認 

教育・訓練 － 
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